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第34号　佐渡市議会だより

平成24年 第5回定例会 議案等（審議結果）一覧
◎は全会一致で可決、○は賛成多数で可決、△は継続審査

議案等番号 件　名 審議
結果 議案等番号 件　名 審議

結果

議案第87号 佐渡市防災会議条例の一部を改正する条
例の制定について ◎ 議案第113号 平成 23 年度佐渡市一般会計歳入歳出決

算の認定について △

議案第88号 佐渡市災害対策本部条例の一部を改正す
る条例の制定について ◎ 議案第114号 平成 23 年度佐渡市国民健康保険特別会

計歳入歳出決算の認定について △

議案第89号 佐渡市へき地保育園条例の一部を改正す
る条例の制定について ◎ 議案第115号 平成 23 年度佐渡市後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算の認定について △

議案第90号 佐渡市保育園の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について ◎ 議案第116号 平成 23 年度佐渡市介護保険特別会計歳

入歳出決算の認定について △

議案第91号
佐渡市地域活性化多目的施設の設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

◎ 議案第117号 平成 23 年度佐渡市簡易水道特別会計歳
入歳出決算の認定について △

議案第92号 佐渡市小倉ダム管理条例の一部を改正す
る条例の制定について ◎ 議案第118号 平成 23 年度佐渡市下水道特別会計歳入

歳出決算の認定について △

議案第93号 佐渡市火災予防条例の一部を改正する条
例の制定について ◎ 議案第119号 平成 23 年度佐渡市ケーブルテレビ特別会

計歳入歳出決算の認定について △

議案第94号 団体営土地改良事業（維持管理事業）の
施行について（外山地区） ◎ 議案第120号 平成 23 年度佐渡市歌代の里特別会計歳

入歳出決算の認定について △

議案第95号 団体営土地改良事業の施行について（江
積地区） ◎ 議案第121号 平成 23 年度佐渡市すこやか両津特別会

計歳入歳出決算の認定について △

議案第96号 佐渡市辺地総合整備計画（平成 22～ 24
年度）の変更について ◎ 議案第122号 平成 23 年度佐渡市五十里財産区特別会

計歳入歳出決算の認定について △

議案第97号 新潟県後期高齢者医療広域連合規約の
変更について ◎ 議案第123号 平成 23 年度佐渡市二宮財産区特別会計

歳入歳出決算の認定について △

議案第98号 財産の無償譲渡について（双葉保育園） ◎ 議案第124号 平成 23 年度佐渡市新畑野財産区特別会
計歳入歳出決算の認定について △

議案第99号 財産の無償譲渡について（真野第１保育
園） ◎ 議案第125号 平成 23 年度佐渡市真野財産区特別会計

歳入歳出決算の認定について △

議案第100号 財産の無償譲渡について（羽茂保育園） ◎ 議案第126号 平成 23 年度佐渡市病院事業会計決算の
認定について △

議案第101号 佐渡市緊急情報伝達システム整備
工事請負契約の締結について ○ 議案第127号 平成 23 年度佐渡市水道事業会計決算の

認定について △

議案第102号 平成 24 年度佐渡市一般会計補正予算
（第６号）について ○ 議案第128号 平成 23 年度佐渡市水道事業会計未処分

利益剰余金の処分について ◎

議案第103号 平成 24 年度佐渡市国民健康保険特別会
計補正予算（第２号）について ◎ 議案第129号 相川小学校校舎改築（建築）工事請負契

約の締結について ◎

議案第104号 平成 24 年度佐渡市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号）について ◎ 議案第130号 佐渡市長の給与の減額に関する条例の制

定について ◎

議案第105号 平成 24 年度佐渡市介護保険特別会計補
正予算（第１号）について ◎ 請願第４号 「ゆきとどいた教育」の前進をもとめる請願 ◎

議案第106号 平成 24 年度佐渡市簡易水道特別会計補
正予算（第１号）について ◎ 請願第５号 「教育費無償化」の前進をもとめる請願 △

議案第107号 平成 24 年度佐渡市下水道特別会計補正
予算（第１号）について ◎ 請願第６号

「私立高校生が学費を心配せず学べるよう
に、私学助成の増額・拡充を求める意見書」
の採択に関する請願

◎

議案第108号 平成 24 年度佐渡市ケーブルテレビ特別会
計補正予算（第２号）について ◎ 陳情第３号 「年齢計算二関スル法律」の改正について

の意見書の提出を求める陳情 △

議案第109号 平成 24 年度佐渡市歌代の里特別会計補
正予算（第１号）について ◎ 発議案第９号 私立高校生が学費を心配せず学べるよう

に、私学助成の増額・拡充を求める意見書 ◎

議案第110号 平成 24 年度佐渡市すこやか両津特別会
計補正予算（第１号）について ◎ 発議案第10号 ゆきとどいた教育の前進を求める意見書 ◎

議案第111号 平成 24 年度佐渡市病院事業会計補正予
算（第１号）について ◎ 発議案第11号 地球温暖化に関する地方財源を確保・充

実する仕組みの構築を求める意見書 ◎

議案第112号 平成 24 年度佐渡市水道事業会計補正予
算（第３号）について ◎

 賛否等の公表 	 上表の賛否の分かれた議案等（網掛け）について、議員別に賛否等を公表します。

議
案
等
番
号

議
決
結
果

賛否
の別 新生クラブ 市政会 地域政策

研究会 新和会 自由・三一
クラブ 民主党 日本共

産党 無会派

賛
成
反
対

浜
田　

正
敏

金
田　

淳
一

駒
形　

信
雄

笠
井　

正
信

岩
﨑　

隆
寿

竹
内　

道
廣

大
澤
祐
治
郎

加
賀　

博
昭

根
岸　

勇
雄

渡
辺　

慎
一

佐
藤　
　

孝

中
川　

隆
一

坂
下　

善
英

猪
股　

文
彦

金
子　

克
己

金
光　

英
晴

近
藤　

和
義

村
川　

四
郎

中
川　

直
美

中
村　

良
夫

山
田　

伸
之

荒
井　

眞
理

大
森　

幸
平

議
長

祝　
　

優
雄

101 可決 16 6 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ -
102 可決 18 4 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
※　○は賛成、●は反対、欠は欠席者。なお、議長は採決に加わらない。
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常
任

　

委
員
会

行
政
視
察
報
告

総 務 
文 教
常任委員会

市 民
厚 生
常任委員会

平
成
24
年
７
月
25
日
㈬
～
27
日
㈮

⑴
　
神
奈
川
県
秦は
だ

野の

市

★�

公
共
施
設
再
配
置
の

　
　
　
　

取
組
み
に
つ
い
て

　

秦
野
市
で
は
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
目
指
し
て
、
抜
本
的
な
改
革
に
取
り
組
む

た
め
平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
重
点
実
行
期
間
と
す
る
行
革
推
進
プ
ラ

ン
を
策
定
し
て
実
行
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
公
共
施
設
再
配
置
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
全
国
的
に
ほ
ぼ
同
時
期
に
集
中
的
に
整

備
さ
れ
た
公
共
施
設
が
近
い
将
来
一
斉
に
更

新
す
る
時
期
が
く
る
こ
と
、
さ
ら
に
高
齢
化

と
人
口
減
少
が
進
ん
で
各
自
治
体
と
も
財
政

状
況
が
悪
化
し
、
現
状
で
は
必
要
不
可
欠
な

公
共
施
設
ま
で
保
て
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
ハ
コ
モ
ノ
」
の

適
正
な
配
置
と
効
率
的
な
管
理
運
営
を
実
現

す
る
た
め
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
策
定
し
、

実
施
し
て
い
る
。
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、

５
つ
の
視
点
で
再
配
置
を
進
め
公
共
施
設
と

し
て
の
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
、
合
計
面
積

を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
財
源
を
捻
出
し
、

市
民
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
非
常
に
参
考
と
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。

⑵
　
三
重
県
松
阪
市

★
松
阪
市
行
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て

　

松
阪
市
で
は
、「
税
金
を
投
入
す
る
べ
き

も
の
を
見
極
め
る
」「
住
民
の
自
治
力
へ
の

期
待
」「
合
理
的
で
質
の
高
い
仕
事
を
追
求

す
る
」
と
い
う
３
つ
の
行
財
政
改
革
実
現
の

基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
行
財
政
改
革

を
進
め
て
い
る
。
今
回
の
視
察
に
お
い
て

は
、
特
に
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
着
目
し
た

が
、
そ
の
特
徴
は
「
松
阪
モ
デ
ル
」
と
呼
ば

れ
全
国
で
も
松
阪
市
の
み
の
取
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
事
業
の
本
質
を
よ
り
正
し
く
理
解
、

評
価
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
観
点
か
ら
、

事
業
関
係
者
や
実
際
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
受
益
者
（
市
民
）
も
担
当
職
員
と
共
に

説
明
者
と
し
て
仕
分
け
に
入
っ
て
も
ら
い
公

開
の
場
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
特
に

行
財
政
改
革
に
対
す
る
市
長
の
非
常
に
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
感
じ
取
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。

平
成
24
年
７
月
25
日
㈬
～
27
日
㈮

⑴
　
鹿
児
島
県
霧
島
市

★�

介
護
保
険
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
制
度

　

本
制
度
は
、
介
護
保
険
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
協
力
者
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と

に
よ
り
、
各
種
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

制
度
に
登
録
す
る
と
「
介
護
保
険
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
手
帳
」
が
配
布
さ
れ
、
そ
の
後
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

秦野市役所
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さ
れ
、
記
録
さ
れ
る
。
登
録
者
は
、
協
賛
店

に
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
買
い
物
割
引

や
商
店
会
ポ
イ
ン
ト
の
割
増
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
介
護
保

険
料
の
一
部
を
軽
減
す
る
資
金
と
し
て
も
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

対
人
施
設
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー

が
増
え
る
こ
と
で
職
員
に
余
裕
が
で
き
る
の

で
、
例
え
ば
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
活
動

の
充
実
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
施
設
・
活
動

に
お
い
て
は
、
大
き
な
助
け
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

⑵
　
佐
賀
県
武
雄
市

★�

武
雄
市
民
病
院
の
民
間
移
譲

　

旧
武
雄
市
民
病
院
は
、
国
立
療
養
所
を
前

身
と
す
る
市
民
病
院
で
あ
っ
た
が
、
長
年
に

わ
た
っ
て
慢
性
的
な
赤
字
の
経
営
が
続
い
て

お
り
、
経
営
破
た
ん
の
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
現
武
雄
市
長
樋ひ

渡
わ
た
し

啓け
い

祐す
け

氏
が
就

任
し
た
平
成
18
年
度
か
ら
民
間
譲
渡
の
検
討

に
入
り
、
地
元
医
師
会
に
よ
る
猛
烈
な
反
対

運
動
な
ど
の
紆う

余よ

曲
き
ょ
く

折せ
つ

を
経
て
、
22
年
２

月
を
も
っ
て
民
間
譲
渡
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

民
営
化
後
の
経
営
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　

佐
渡
市
の
市
立
病
院
も
経
営
努
力
を
重
ね

て
い
る
が
、
今
後
と
も
医
師
不
足
・
看
護
師

不
足
に
対
応
し
、
医
療
体
制
の
充
実
に
向
け

努
力
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
成
24
年
７
月
３
日
㈫
～
５
日
㈭

⑴
　
島
根
県
隠
岐
郡
海あ
ま
ち
ょ
う

士
町

★�一
点
突
破
型
産
業
振
興
策
の
取
り
組
み

　

島
の
生
き
残
り
を
か
け
た
「
自
立
促
進
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

の
「
守
り
」
と
地
域
資
源
を
活
か
し
た
第
１

次
産
業
の
再
生
を
「
海
」、「
潮
風
」、「
塩
」

の
三
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
一
点
突
破
型
の
新

た
な
産
業
創
出
へ
「
攻
め
」
で
挑
戦
し
、
雇

用
創
出
、
商
品
開
発
、
定
住
促
進
に
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

①�

島
の
数
少
な
い
地
域
資
源
を
活
用
し
、

次
々
と
新
し
い
事
業
に
職
員
・
住
民
が
一

体
と
な
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
様
々
な

効
果
を
上
げ
て
い
る
。

②�

島
の
活
性
化
に
は
「
よ
そ
者
」
が
必
要
と

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
呼
び
込
み
広
く
活
動
の

場
を
与
え
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
大
き
な
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
。

⑵
　
鳥
取
県
境
港
市

★�

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
中
心
と
し

た
観
光
振
興
と
商
店
街
活
性
化
へ

の
取
り
組
み

　

地
元
出
身
の
漫
画

家
・
水
木
し
げ
る
氏

の
作
品
（
ゲ
ゲ
ゲ
の

鬼
太
郎
）
に
登
場
す

る
ユ
ニ
ー
ク
な
妖
怪

オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
設

置
し
た
「
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
」
が
、
平

成
８
年
に
完
成
し
、

平
成
22
年
に
は
入
込

客
数
が
過
去
最
高
の

3
7
2
万
人
を
記
録

し
た
。
佐
渡
市
と
し

て
も
、
島
民
が
一
体

感
を
持
っ
た
観
光
振

興
が
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
境
港
市
の

観
光
振
興
と
商
店
街

活
性
化
へ
の
取
り
組

み
を
視
察
し
た
。

①�

地
域
住
民
、
民
間

企
業
、
観
光
協
会
、

行
政
が
一
体
と
な
っ

た
商
店
街
活
性
化

の
会
合
が
、
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
さ
れ

ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
現
実
化
し
た
。

②�

マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
た
全
国
展
開
の
情
報

発
信
戦
略
を
部
外
者
の
積
極
的
資
本
参
加

に
結
び
つ
け
た
。

産 業
建 設
常任委員会

境港市役所
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◆議会のうごき

月 日 内　容

7月

3日 産業建設常任委員会行政視察
（～５日　島根県隠岐郡海士町、鳥取県境港市）

10日 議会報編集特別委員会

12日 姉妹都市議会交流会
（～13日　埼玉県入間市議会）

17日 議会報編集特別委員会

18日
各派代表者会議

議会改革特別委員会

25日

総務文教常任委員会行政視察
（～27日　神奈川県秦野市、三重県松阪市）

市民厚生常任委員会行政視察
（～27日　鹿児島県霧島市、佐賀県武雄市）

8月

2日

議員全員協議会

議会運営委員会

各派代表者会議

7日

第４回臨時会

総務文教常任委員会

市民厚生常任委員会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

20日 議会改革特別委員会

31日 議員全員協議会

9月 ７～25日 ９月定例会

◆行政視察来市状況

月 日 内　容

7月

2日
高知県四万十市議会

愛知県豊田市議会

4日
佐賀県鳥栖市議会

佐賀県唐津市議会

10日
神奈川県藤沢市議会

大阪府吹田市議会

12日 長野県上田市議会

19～
20日 千葉県成田市議会

25日
栃木県栃木市議会

鹿児島県霧島市議会

8月
17日 東京都国分寺市議会

21日 石川県能登五市議会議長会

編

集

後

記

　

9
月
定
例
会
は
９
月
７
日

に
開
催
さ
れ
、９
月
25
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。佐
渡
市
議
会
は

「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
を

目
指
し
、議
案
に
対
し
て
実
施

し
た
簡
易
表
決
、起
立
表
決
、

記
名
投
票
の
結
果
を
議
会
だ

よ
り
及
び
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
個
人
別
に
公
表
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
34

号
に
は
各
常
任
委
員
会
の
行

政
視
察
内
容
に
つ
い
て
も
掲
載

し
、市
民
の
皆
様
に
周
知
し
て

ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
市
議

会
だ
よ
り
の
充
実
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。市
民
の
皆
様
の

ご
意
見
等
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

駒
形
信
雄　

記

議会だより第32号表紙写真のタイトル「草刈神社」を
「草苅神社」に訂正します

12月定例会のお知らせ
12月定例会は12月7日㈮に
開会される予定です。
本会議の様子を傍聴や
テレビ中継でぜひ
ご覧ください。


